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1．はじめに 

 

 2023年8月15日早朝から，鳥取県中東部は台風第7号
の来襲や線状降水帯の発生によって千代川流域から天神

川流域にいたる広い範囲で豪雨となり，各地で河川災害や

土砂災害が引き起こされた．幸い重篤な人的被害は発生し

なかったが，護岸の崩落・崩壊や道路損壊，土砂流出・氾

濫などが多発した．とくに，千代川水系佐治川では河川や

道路の被災が 50 箇所を超え 1），周辺住民は生活の制限を

余儀なくされた．また，佐治川ダムでは緊急放流（異常洪

水時防災操作）が実施され，その状況把握も必要であると

考えられた．そこで，著者らは今回の豪雨による被害状況

を把握するため，8 月 29 日に現地調査を実施し，その後

も必要に応じて随時現地の状況確認を行った．なお，発災

直後の8月16日および8月17日には先遣視察を行い，現

地調査箇所の特定に資した．本稿では，まず，降雨と河川

水位の状況とその影響について述べ，次いで佐治川ダムの

治水対応と貯水池の土砂堆積について説明する．そして，

最後に佐治川沿川における被害状況の調査・分析結果を報

告する． 
 

2．気象概要，降雨と河川水位およびそれらの影響 

 

 2023 年 8 月 8 日に南鳥島近海で発生した台風第 7 号は

西に進路を変えながら 15 日 5 時前に和歌山県潮岬付近に

上陸した．その後，13 時頃に兵庫県明石市付近に再上陸

し，北上して 16 日 0 時頃に日本海上に移動した．後述す

るように，鳥取市佐治町では台風が潮岬付近に上陸した時

点で既に時間雨量80 mm/hを超える豪雨となっており，線

状降水帯の発生もあって22時頃まで降り続いた．図-1は

雨雲レーダーによる雨量分布の推移 2)を示しており，図中

には佐治川流域が図示されている．15 日 5 時では佐治川

流域を含む鳥取市南部で約90 mm/h，兵庫県西北端付近で

約80 mm/h の降雨が発生した．7時50 分に鳥取県と岡山

県に線状降水帯が発生し，局所的に猛烈な雨が観測された．

その後，10 時頃より昼過ぎまで降雨は小康状態となった

が，16時頃には鳥取中東部の広い範囲で雨雲が広がった．

その結果，16時40分に大雨特別警報（浸水害），17時20
に同（土砂災害）が発令された． 
 図-2に 8 月 15 日 0 時から翌 16 日 0 時までの千代川，

佐治川および天神川の各観測点における時間雨量と累加

雨量の変化を示す 3)．千代川沿川は午前と午後の二山の降

雨変化を示しており，鳥取および佐治では早朝にそれぞれ

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図-1 雨雲レーダーによる雨量分布 

（日本気象協会のウェブサイト2)の図に加筆） 
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60 mm/hおよび90 mm/h程度の雨が観測された．累加雨量

は鳥取で225 mm，智頭で307 mmであり，8月の平年降水

量の約1.7倍に達した．また，佐治で515 mm，鹿野で485 
mmに達し，それぞれ8月の平年降水量の2.9倍および2.4
倍を記録した．なお，天神川流域（図中の倉吉含む）では

午前中の降雨はほとんど観測されなかった． 
 千代川および佐治川の各観測点における水位の変化を

図-3 に示す．佐治川については次節で詳述するが，8 月

15日8時頃に事前放流分も含め福園で約2.5 m，小原で約

4 mの水位上昇が観測された．佐治川ダムでは16:40から

約3時間にわたって緊急放流が実施されたが，小原はダム

から約14 km下流のため，水位に及ぼす緊急放流の影響は

時間遅れを考慮して評価する必要がある．なお，福園では

17:20 のデータを最後に以降は欠損しており，現地の状況

は不明である．千代川では，用瀬（24 k）で17:20に最高

水位4.31 mを記録，1時間以上にわたって氾濫危険水位を

超過した．袋河原（15 k）および行徳（5.0 k）ではそれぞ

れ約2時間および約3時間にわたって避難判断水位を超過

した．図-4にH-Q 式（国土交通省鳥取河川国道事務所，

鳥取県河川課提供）により算定した智頭を含む千代川の4
地点および佐治川の小原における流量と，一部の観測点に

おける整備計画目標流量を示している．ピーク流量は行徳，

袋河原でそれぞれで約4,000 m3/sと約2,800 m3/sと推算さ

れ，いずれも整備計画目標流量（4,300 m3/s，3,500 m3/s）
を下回った．一方，用瀬のピーク流量は約1,600 m3/sであ

り，整備計画目標流量の1,400 m3/sを約200 m3/s超過した

と推察される．佐治川の小原のピーク流量は約1,000 m3/s
であり，智頭の流量が相対的に大きくないことから，用瀬

の流量増加の主要因は佐治川に依存したものであったこ

とがわかる．なお，天神川水系三徳川の三朝ではピーク流

量約660 m3/sを記録し，整備計画目標流量（600 m3/s）を

上回る出水となっていたことが確認されている． 
 台風第 7 号による豪雨は多くの斜面崩壊や土砂流出を

発生させた 5)．図-5は土砂災害の発生場所（○印）と累加

雨量（8 月14 日17時20分～8 月16 日0 時）および土壌

雨量指数（8月15日17:20時点）の分布を示している．た

だし，図中の土砂災害は鳥取県治山砂防課の把握分であり，

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-3 千代川および佐治川の各観測点の水位変化3) 

（小原と福園は鳥取県河川課提供，地図はGoogle Maps4)に加筆） 

 

 

 

 

 

 

 
 

図-4 千代川および佐治川の各観測点の流量変化 

 

 

 

 

 

 

図-5 土砂災害の発生場所と累加雨量および土壌雨量係数分布 

（鳥取県河川課提供資料5)に加筆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図-2 千代川流域および天神川本川の時間雨量と累加雨量3) 

（地図はGoogle Maps4)に加筆） 
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農林関係は含んでいない．同図より，土砂災害箇所は佐治

川流域周辺および鳥取県東端部に集中していることがわ

かる．累加雨量分布と重ねると300 mm以上の領域内に土

砂災害箇所の多くが含まれる．また，土壌雨量指数分布と

重ねると佐治川流域周辺では 180 mm 以上，東端部では

150 mm以上の領域内に集中していることがわかる．個々

の災害については詳細な分析が必要であるが，上記の傾向

は土砂災害の発生に対して累加雨量や土壌雨量指数の分

布の把握が重要であることを示唆している． 

 

3．佐治川ダムの洪水調節とダム貯水池の土砂堆積 

 

 佐治川ダムは佐治川 17 k に位置する総貯水容量 231 万

m3の重力式コンクリートダムである．計画雨量は262 mm/
日（年超過確率1/50）であり，計画高水流量365 m3/sの内，

192 m3/sをカットして173 m3/sに調節する．図-6に佐治川

ダムの位置とその流域を示す 5)．佐治川の流域面積は85.7 
km2であるが，佐治川ダムの流域面積はその約 1/4 の 21.4 
km2である．このことは，比流量がダムの上下流域で同じ

とすると，佐治川の流域末端では佐治川ダム流入量の約4
倍の流量が流れることを意味する． 

 さて，佐治川ダムの洪水調節とそこから約8 km下流の

福園および約 14 km 下流の小原における水位を図-7に示

す．佐治川ダム付近では，15 日 4 時頃より降雨が強くな

り，5時には約60 mm/hを記録，その後9時頃まで30～70 
mm/h前後の降雨が継続した．10時頃には一旦10 mm/h以
下になるが11時頃より再び20～50 mm/h程度の降雨が夜

まで継続した．なお，台風の襲来に備え，佐治川ダムは事

前放流により貯水位を約 2.6 m 低下（洪水調節容量を約

11％，17.6 万 m3増加）させた．これにより，福園や小原

の水位は約0.3 m上昇した． 
 佐治川ダムでは午前中に 3 回の流入量のピークを観測， 
3回目の流入量は約270 m3/sに達した．このときの放流量

は約120 m3/sで，約150 m3/sがカットされた．なお，午前

中の放流量のピークは9時頃の約130 m3/sで，これにより

福園の水位は約2.8 mまで上昇した．その後一旦流入量は

減少したものの，12 時頃より再び増加に転じ，16 時頃に

4回目の流入量のピーク約236 m3/sを記録した．このとき

の放流量は約130 m3/sで，約100 m3/sがカットされた．そ

の後，貯水位は398 mまで上昇，16:40に緊急放流が開始

された．2回目の放流量のピークは17:30頃で，約225 m3/s
に達した．福園の水位記録は17:20で停止しており以降の

水位変化は不明であるが，小原では緊急放流時に5.1 m程

 

 

 

 

 

 

 
 

図-6 佐治川ダムとその流域 

（鳥取県河川課提供資料5)に加筆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 佐治川ダムの洪水調節と下流水位の変化 

 

 

 

 

 

 

(a) 佐治川ダムと貯水池の土砂堆積範囲（Google Maps4)に加筆） 

 

 

 

 

 

(b) 貯砂ダム上流を望む    (c) 貯砂ダム下流を望む 
図-8 佐治川ダム貯水池の土砂堆積状況 

用瀬
福園（佐治） 小原

0 1         2        3 (km)

佐治川ダム

小原地点
基準水位観測所

貯砂ダム

流木
砂防
堰堤

佐治川ダム

土砂堆積の範囲

(b)

(c)

Google, Aug. 2023

砂防堰堤袖部

230829

4～5m程度堆積？

貯砂ダム袖部

230829

0

130

260

390

520

650

0

20

40

60

80

100

10121416182022 0 2 4 6 8 10121416182022 0 2 4 6 8 10121416182022 0

累
加
雨
量

(m
m

)

時
間
雨
量

(m
m

/h
)

日時

時間雨量 (mm/h)

累加雨量 (mm)

佐治町中

8月15日午前0時から
24時間の累加雨量は585mm

8/14 8/15                                                   8/16                                                   8/17

340

350

360

370

380

390

400

410

0

50

100

150

200

250

300

350

10121416182022 0 2 4 6 8 10121416182022 0 2 4 6 8 10121416182022 0

貯
水
位

(E
Lm

)

流
量

(m
3 /

s)

日時

流入量 [m³/s]
放流量 [m³/s]
貯水位 [m]

8/14 8/15                                                   8/16                                                   8/17

事前放流 (8/14 10:00～8/15 4:00)

緊急放流 (8/15 16:40～19:41)

緊急放流開始水位 EL.396.5 m
サーチャージ水位 EL.398.5 m

佐治川ダム

計画最大放流量 173 m3/s

洪水調節流量 80 m3/s

16:10流入量ピーク→緊急放流開始水位超過→16:40緊急放流

5時に約60mm/h

約150m3/sカット

約100m3/sカット

0

1

2

3

4

5

6

10121416182022 0 2 4 6 8 10121416182022 0 2 4 6 8 10121416182022 0

水
位

(m
)

日日時時

福園

小原

事事前前放放流流にによよるる

水水位位上上昇昇量量

緊急放流 (8/15 16:40～19:41)

1177::2200ののデデーータタをを最最後後

にに以以降降はは欠欠損損

事前放流

8/14 8/15                                                   8/16                                                   8/17

11-   -



 

 

12 

度まで水位が上昇した．次節で詳細は説明されるが，ダム

下流では，複数の箇所で護岸や道路の崩壊が発生した．ま

た，2 つの橋で一部が落橋した．なお，8 月 16 日，17 日

の佐治川下流域の先遣視察および同 29 日のダム下流全域

の現地調査から，佐治川の溢水は限定的であると推察され

た．ただし，緊急放流による水位上昇の把握や護岸・道路

災害との関連性等については検証が必要である． 

 今回の豪雨は佐治川ダム上流域で大量の土砂流出を引

き起こし，貯砂ダムだけでなくダム貯水池にも土砂が流入

する結果となった．図-8 は佐治川ダムの貯水池の土砂堆

積状況を示したものである．現地調査によると，貯砂ダム

上流からの土砂流入に加え，支渓流からの土砂流入跡が確

認された．貯砂ダム堆砂域の上流端には高さ4～5 m程度

の砂防堰堤が設置されているが，それを越流した粗粒土砂

は貯砂ダムの袖部まで到達し（同図 (c)），その一部は越流

してダム貯水池内に堆積した 5）．なお，貯砂ダムの堆積土

砂表層の粒径は目視で数mm～10 cm程度であった．また，

今回の豪雨により貯砂ダムも含め貯水池内に約 10 万 m3

の土砂流入があったと推定されている 5)．今後，土砂流出

やダム堆砂対策の一貫として，斜面崩壊や土砂流出過程の

把握が必要であるといえる． 
 

4．佐治川沿川の河川災害とその状況 

 

 佐治川沿川（佐治川ダムから千代川合流点まで）の主な

被害状況を図-9 に示す．現地調査により，沿川の浸水被

害は限定的で，被害の多くは護岸の崩落・崩壊とそれに起

因した道路の陥没・崩落であることが確認された．なお，

道路崩壊により避難の制限や生活道路の不通が発生した5)．

沿川の斜面崩壊や土砂流出は甚大なものではなかったが，

雨量の大きい流域上流部（余戸，北谷川，佐治川ダム上流

の山王谷）からは土石流等により大量の砂礫が運ばれて堆

積し，とくに余戸では土砂流出と護岸崩壊を伴う土砂氾濫

の複合被害が発生した．また，湾曲部の外岸側や護岸脚部

の洗掘状況から出水に伴う河床低下が確認された．これら

の箇所は偏って分布しており，その具体については検証が

必要であるが，固定堰や岩盤河床，河床縦断勾配などの影

響が考えられる． 
 図-10は沿川各地点での護岸の崩壊と道路の崩落状況を

示している．0.8 kから0.4 kにかけて（同図(a)，(b)）は緩

い湾曲から直線，そして再び緩い湾曲の流れに推移する区

間であり，湾曲の終点外岸側で護岸が崩壊し，同時に道路

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-9 佐治川沿川で発生した河川災害（著者ら確認分） 
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     (f) 8.9 k付近         (g) 8.9 k付近 

図-10 出水に伴う護岸の崩壊と道路の崩落状況 
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が崩落して裏込め土砂が吸い出されたことが確認された

（同図(a)）．また，下流の湾曲始点外岸側（同図(b)）でも

裏込め土の侵食や護岸パネルの損壊が見られた．なお，0.4 
k地点の左右岸には比高差があり，また，現地では細砂の

堆積とみられる浸水痕が確認されており，出水時には流れ

の一部は越水し右岸側の田畑に流入したと考えられる．こ

こより上流の6.3 kにおいても緩い湾曲部頂点付近(c)で護

岸の崩壊と道路の崩落，裏込め土の吸い出しが確認された

（同図(c)，(d)）．なお，この周辺は岩盤河床となっており，

複雑な流れによる護岸への作用外力が護岸の崩壊を助長

した可能性も考えられる．また，調査時点では通行時間限

定の片側通行となっており，沿川住民は不便を余儀なくさ

れていた．同図(e)はさらに上流の8.9 k付近の右岸の状況

を示したものであり，緩い湾曲外岸側の沿川道路が約130 
mにわたって崩落した状況を示している．また，出水時の

監視カメラの画像5)からピーク流量時には橋梁の床版付近

まで水位は上昇しており，左岸側では護岸パネルの損壊や

道路の陥没と裏込め土の吸い出しが確認された（同図(f)，
(g)）． 

 図-11は出水に伴う植生の流失と砂州侵食および河床低

下の状況を示したものである．ただし，ここでは調査時の

画像と出水前の Google マップ画像 6)と比較することでこ

れらの傾向を分析する．まず，同図(a)より，0.6 k 付近よ

り上流では流路直線部右岸の植生が流失しており，砂州が

侵食されて河床低下が発生していた．また，護岸に使用さ

れている間知ブロックの高さから非植生部においても1 m
程度の河床低下が見積もられる．同図(b)の0.6 k付近より

下流側では左岸の植生が流失しており，砂州の侵食に伴っ

てこの部分の河床低下が発生した．これらの区間はそれぞ

れ上下流に緩い湾曲を有する直線区間であり，出水の早い

流れが植生の流失と砂州侵食による断面拡大を発生させ

たと推察される．同図(c)は8.9 k付近の状況であり，出水

前の画像との比較から左岸側（緩い湾曲部外岸側）の橋脚

付近で河床低下が見て取れる．また，右岸側では植生が流

失するとともに砂州が侵食され，そこに粗石や巨礫が堆積

していることが確認できる．この状況は図-10 (e)でも確認

でき，かなり大きな掃流力が作用していたことを示唆して

いる．この場所から約400 m下流（同図(d)）では砂州上の

植生がほぼ流失し，相当規模の砂州が侵食されたことがわ

かる．河床低下の規模は不明であるが，上述した直上流

（8.9 k）の河床低下の状況を考えると，とくに左岸側は河

床低下が顕著であると推察される．また，流路変動も確認

でき，河床変動が活発であったことを示唆している．この

ように，出水によって植生は流失するとともに，砂州の侵

食や河床低下が見られた．これに対して，固定堰の下流の

出水前後の状況の例（2.9 k）を図-12に示す．出水によっ

て植生は流失し砂州の一部（堰直下の左岸および右岸，中

央部岩盤河床直下流）は侵食していることが見て取れる．

しかし，岩盤河床は出水前後で大きくは変化していないよ

うに見え，河床低下は抑制されたと考えられる．なお，右

岸は内岸側であり，これによっても河床低下は抑制された

可能性がある．ただし，他の岩盤河床も含め佐治川での分

布状況は不明であるため，詳細な現地調査を実施すること

 

 

 

 

(a) 0.6 k付近より上流側の比較 

 

 

 

 
 

(b) 0.6 k付近より下流側の比較 

 

 

 

 

(c) 8.9 k付近の比較 

 

 

 

 
(d) 8.5 k付近の比較 

図-11 出水に伴う植生の流失と砂州侵食および河床低下 

（右側はGoogle Mapsの画像6)） 

 

 

 

 

 
図-13 橋梁損壊の状況（8.0 k，高山地区） 

 

 

 

 
図-12 岩盤河床を有する固定堰下流の出水前後の河床の変化 

（右側はGoogle Mapsの画像6)） 
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によって河床低下に及ぼす岩盤河床の効果を明らかにす

ることができると思われる．また，湾曲部外岸に限らず河

床低下を考慮した河道断面，護岸補強の検討が求められる． 
 佐治川では増水によって橋梁の損壊が2件発生した．図

-13は 8.0 k 地点で発生した高山橋の被害状況を示してい

る．図のように橋脚は残存しており，橋梁の損壊は左岸橋

台の損壊が原因であると推察された．また，裏込め土の吸

い出しも確認された． 

 今回の豪雨では出水に加え，土砂流出による被害も発生

した．図-14は土石流や斜面崩壊による被害の例を示して

いる．同図(a)は7.6 k付近（高山）で発生した土石流によ

る土砂流出の状況である．砂防堰堤を越えて土砂と流木が

国道に流出・堆積し，一時的な通行不能を引き起こした（た

だし，2 日後には撤去を確認）．同図(b)は13.1 k 付近（余

戸）で発生した斜面崩壊，土砂流出と護岸崩壊の複合被害

の状況を示している．出水前の流路は山裾に沿って大きく

湾曲する河道であったが，上流から大量の土砂が流入し，

外岸側の水田に氾濫・堆積し，その際，護岸崩壊発生した

とみられる．また，斜面崩壊が発生するとともに2箇所の

渓流から国道に土砂流出し，周辺に堆積した．なお，佐治

川上流や渓流からの大量の土砂の水田への堆積は下流河

道への土砂流入を抑制し，結果的に下流集落の土砂災害を

抑止した可能性がある．これは河道計画において土砂礫の

輸送・堆積を制御することの重要性を示唆している． 

 

5．おわりに 

 

 2023年8月15日に来襲した台風第7号によって集中豪

雨が発生し，千代川水系佐治川を中心に河川災害や土砂災

害が引き起こされた．本文では，主として佐治川ダムの洪

水調節状況と貯水池の土砂堆積，佐治川沿川の災害に関す

る調査結果について報告するとともに，間接的ではあるが，

河床低下状況の推察についても言及した．本稿のまとめと

今後の課題を以下に示す． 
(1) 出水を通して佐治川ダム下流の溢水は部分的である

と推察された．ただし，緊急放流による水位上昇の把握や

護岸・道路災害との関連性等については検証が必要である． 

(2) 佐治川ダムの貯砂ダムに大量の砂礫が堆積し，一部は

貯水池にも堆積した．土砂流出やダム堆砂対策の一貫とし

て，斜面崩壊や土砂流出過程の把握が必要である． 

(3) 佐治川沿川の浸水被害は限定的で，河川災害の多くは

護岸の崩落・崩壊と道路の崩落である．湾曲部外岸に限ら

ず河床低下を考慮した河道断面，護岸補強の検討が求めら

れる． 

(4) 湾曲部外岸の水田地に大量の土砂礫が氾濫するとと

もに，渓流からも土砂流入・堆積する複合災害が発生した．

ただし，大量の土砂礫の堆積によって下流への土砂礫の供

給が抑制された可能性があり，土砂礫の輸送・堆積を制御

することの重要性を示唆している． 

(5) 湾曲外岸側や護岸脚部の洗掘による河床低下，植生の

流失，砂州の侵食が複数箇所で確認された．流量変化に伴

う外力変動と河床条件（河床勾配，岩盤河床，固定堰等）

の影響を検証することで，河道整備に繋げることが可能で

ある． 

(6) 佐治川の各所で見られた岩盤河床は流れ場を複雑に

し，とくに，湾曲部では河床変動や護岸への影響も複雑に

なると考えられ，この点に留意した検討も必要である． 
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(a) 7.6 k付近 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 13.1 k付近 
図-14 土砂流出や土砂の大量輸送による被害の状況 

（(b)は鳥取県治山砂防課提供資料に一部加筆） 
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